
組合員証（健康保険）が 使えないケース
（全額自己負担）

組合員証（健康保険）が 使えるケース
（一部自己負担）

※急性又は亜急性（急性に準じるもの）のみ

データヘルス計画に基づく医療費の適正化を図るため、外傷性の傷病によ
り負傷し医療機関等を受診された組合員（本人）や被扶養者（家族）に対し、
共済事務担当課を通じて「負傷原因調査票」（右記）を配布いたしますので、�
ご協力をお願いいたします。
この調査によって、負傷された原因を調査し、その原因が公務災害（通勤
災害）の場合、交通事故などの第三者（他人）の行為による場合には、第三者
等に対し医療費の返還を求め、給付の適正化を図っていますので調査へのご
協力をお願いいたします。

【交通事故や暴行などの第三者の行為による傷病（けが）の例】
　・相手のある自動車事故、同乗者のいる自損事故
　・他人からの暴力行為、他人の飼っている犬・猫等に咬まれたけがの場合
　・飲食店や仕出し料理等で食中毒になった場合
　※�第三者の行為によりけがをし、組合員証等を使用して治療した場合は、�

共済組合に「損害賠償申告書」を提出することになります。

データヘルス計画に基づく医療費の適正化を図るため、接骨院・整骨院
等での施術について、請求内容と実際に受けられた施術内容が一致してい
るかを確認するため、調査が必要な方（組合員（本人）や被扶養者（家族））
に対し、共済事務担当課を通じて「接骨院・整骨院の保険診療受診確認書」
（右記）を配布いたしますので、ご協力をお願いいたします。
また、柔道整復師等での施術のうち組合員証（健康保険）が使用できる�
ケースは、次のとおりですので適正受診にご協力をお願いいたします。

● �単なる肩こり、筋肉疲労など
● �病気（内科的原因による疾患）によるこりや痛み
● �脳疾患後遺症等の慢性病
● �症状の改善がみられない長期の施術（応急処置を
除く）

● �スポーツなどによる肉体疲労改善のための施術
● �仕事中や通勤途上に起こった負傷（一般的に公務
災害補償基金や労災保険からの給付になります）

● �疲労回復や疾病予防のためのマッサージなど

外傷性傷病の「負傷原因の調査」にご協力をお願いいたします。

接骨院・整骨院等の「受診確認の調査」に
ご協力をお願いいたします。

● �外傷性の打撲・捻挫・挫傷（肉離れなど）
● �骨折・脱臼の施術（緊急の場合を除き医師の同意
が必要）

● �はり・きゅうは、主として神経痛・リウマチ・頸腕
症候群・五十肩・腰痛症及び頸椎捻挫後遺症等の
慢性的な疼痛を主症とする疾患の治療（医師の発
行した同意書か診断書が必要）

● �マッサージは、筋麻痺や関節拘縮等で、医療上マッ
サージを必要とする症例（医師の発行した同意書
か診断書が必要）

負傷原因調査票

接骨院・整骨院等の保険診療受診確認書
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